
























































































　実際に、Heart of Darkness には、語りの構造などのテクストの面でも、歴
史的なコンテクストに関しても、先行研究が豊富に存在する。例えば、語りの
構造の研究は、1958年の Albert J. Guerard や1979年の Ian Watt など、今な
お Norton Critical Edition に論考がおさめられている大御所をはじめとして、
枚挙にいとまがない。また、作品コンテクストに関しても、Heart of Darkness





ができる。例えば Heart of Darkness であれば前述の Norton Critical Edition
のように、代表的な批評や作品のコンテクストに関わる資料・史料（作者の手
紙などをふくむ）が内包された書籍も存在する。さらには、Conrad は
Penguin Studies や Literature in Context シリーズのような基本文献、
Critical Assessments シリーズのようなアンソロジーにも恵まれている。作
































る。あるいは、山本薫氏は英文著書 Rethinking Joseph Conrad’s Concepts of 
Community: Strange Fraternity が海外でも評価が高いが、和文でも『裏切り
者の発見から解放へ』や『「自己」の向こうへ』のような著書を著している。
あるいは、J. H. Stape が編集した The Cambridge Companion to Joseph 












員側としても、いったん academic writing の基礎を教えて、学生がそれに基
づいて執筆を心がけるようになると、レポート採点自体が容易になりうる。こ



































れと比すれば、英語では冒頭の topic sentence を書くことで、最初から結論
やテーマを明確にする。いわば、日本語的発想から英語的発想へと思考回路を

















　ここで留意するべきは、concluding sentence は、単に topic の反復におさ
まらずに、次の paragraph と内容面で連結できるものにすることである。こ







































した際に学生の paper を調査した際には、学生たちの paragraph の長さは英







私の学生はとあるレポートで、Ernest Hemingway, “The Short Happy Life 
of Francis Macomber” における主人公夫婦を考察していた。その学生が書い
た文章と、私の改良例を並置して示すとこうなる。








































う。そこで、私の授業では、essay writing の定番となっている “Five 
Paragraph Essay” を学生に課す。この essay はもちろん、序論と結論で 1 段
落ずつ、body で合計三段落を、段落間の関係に留意しつつ、執筆してもらう




concluding sentence と、その直後の paragraph の topic sentence とを、内
容的に関係づけることにある。とにかく、academic writing に不慣れな一年
生は、箇条書きのように思い付きで書いてしまうこともありうる。これを避け










良い例 2 ：　　　ポイント 2 　　　結論　　　　
　　　　　　　　ポイント 3
➡この「例 2 」では、論が序論の後で一見無意味に枝分かれしている。
しかし実は、ポイント 1 ～ 3 で話題が共通した話題を扱っていて（たと
えば序論で「各登場人物の恋愛観について扱います」、その後「登場人物


































































ペーパーバックの読書案内（Penguin Classics や Oxford World’s Classics、















































































　なお、教科書としては、2007年度版の Penguin Classics 版（Edited by 




















は、J. Hillis Miller の Fiction and Repetition や、David Lodge の The Art of 
Fiction でも強調されていることである。Miller は現に Conrad の Lord Jim
を上述の本で扱っているが、Conrad 作品は全般的に反復表現が多用されてい
て、文彩をなしている。




塗られたところ、つまり英国領に関して “some real work” がなされていると
評されていて、他国とは差別化されている（11）。これと関連して、Marlow
の叔母が、彼のことを “one of the Workers” と、Thomas Carlyle の労働倫理
を意識した表現で高く評価する場面もある（14）。その一方で、Marlow がコ
ンゴに到着した後では、“I don't like work—no man does—but I like what is 







だせる。そのうちの一つが “voice” である。この作品でカギとなる人物 Kurtz
はであり、彼との出会いが Marlow に衝撃をもたらす。だが、Kurtz 本人は


























p. 11　 Marlow が会社へ行くと、two women が編み物の最中。その面接
の待合所にも地図。
Deal table in the middle, plain chairs all round the walls, on one end [of 
the walls] a large shining map, marked with all the colours of a 
rainbow.　There was a vast amount of red [British]—good to see at 
─ 48 ─
any time, because one knows that some real work is done in there, a 
deuce of a lot of blue [French], a little green [Italian], smears of orange 
[Portuguese], and, on the East Coast, a purple patch [German], to show 
where the jolly pioneers of progress drink the jolly lager-beer.　
However, I wasn't going into any of these.　I was going into the 
yellow [Belgian].　Dead in the centre.　And the river [the Congo 
















































他 に も 有 用 な 資 料 と し て は、George Washington Williams や Roger 






の点でも、Conrad や Heart of Darkness は、教材として扱いやすいものと
なっている。これには、Conrad 自身の評価が歴史的に変遷してきたというこ
とと、彼が写実主義とモダニズムとのはざまにいる作家だということとが関係








Foster は評価している（Foster 131-32）。Conrad のとっつきにくさという点
は、出自と結び付けられていたのかもしれない。Virginia Woolf は Conrad の




ていくのは、F. R. Leavis が英国小説の伝統を重視するという保守的な文学観
を示したことがきっかけである。Leavis は英国小説の伝統を築き上げた “The 
great English novelists” のうち一人として、Jane Austen、George Eliot、















たとは描いていない。彼は当初 “little sticks” が飛んでくるように見えたが、
やがてその正体が “Arrows” だと遅れて気づくのである（55）。このような遅






ニズム的な技法と響き合っているのである。Allan H. Simmons はこの小説に
関して、“a key text in the development of literary Modernism, signaling 
the break with nineteenth-century realism and ushering in Modernist 



































　それではそのような多様性を示す批評が Heart of Darkness では何があるか
といえば、ポストコロニアル批評の分野において最も顕著である。この大きな
理由としては、本稿の第一節で言及したように、ポストコロニアル批評の礎を
築いた Edward Said が、Orientalism（1978年）や Culture and Imperialism
（1993年）で Conrad について言及していることがある。そもそも、Said 自身
が元は Conrad 研究者としてキャリアをスタートさせた。だが Heart of 
Darkness における植民地主義や人種差別に関しては、Said よりも前から批評
が存在した。それというのも、Chinua Achebe が1975年に MIT で講演を行い、
─ 53 ─
アウトプット・精読・解釈：通信教育課程でいかにして文学研究を教えるのか
それを元に “An Image of Africa”（1977年）という論考を著しているのである。
Achebe は Conrad を “undoubtedly one of the great stylists of modern 
fiction and a good storyteller into the bargain” と評して、その文体やストー
リーテリングの才能を認めている（394）。だがそれと同時に Achebe は、
Conrad がアフリカの人々を差別的に描いているとして、“a thoroughgoing 
racist [ 改訂前の1977年では “a bloody racist”]” として批判した（399）。
Achebe はさらには、このようなアフリカへの白人からの差別は西洋ではあま
りにも普通の考えであって、ゆえに気づかれずにきたのだとさえ述べる（399）。
この Achebe の批評は、Conrad を「偉大な伝統」に連ねてきた英文学という
ディシプリン自体に一石を投じることとなった。さらには、Achebe のこの論




は、Cedric Watts のように Conrad を擁護する意見も出される（２）。その一方
で、Said は確かに、Conrad にはアフリカの独立が予期できなかったという限












































































Heart of Darkness からの引用は、2007年の Penguin Classics 版に基づく。なお、
“Hamburger Paragraph” の図は、http://birnadeit.x.fc2.com/reviews/page-
3316839.html より引用した（2020年 1 月30日閲覧）。
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